平成２９年１２月吉日
会員各位
我孫子の文化を守る会
会長　　美崎　大洋
臨時総会開催のご案内

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます　平素は我孫子の文化を守る会の運営にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます
さて　当会の臨時総会を下記のとおり開催いたしますので　ご出席くださいますようご案内申し上げます　なお　同封の葉書に「出席」・「欠席」および「賛成」・「反対」（欠席の方は必ず）をご表示いただき　ご記名のうえ１月５日（金）までにご返送ください
敬具
記
日時　　平成３０年１月７日（日）　１５時より
場所　　我孫子北近隣センター（並木）１階多目的ホール
議案　　嘉納治五郎銅像建立の件（内容は以下に記載）

（議案の内容）　　嘉納治五郎銅像建立の件
我孫子の文化を守る会は２０２０年に創立４０年を迎える。
現在、創立４０年の記念行事についていくつかの企画案を考慮中で、そのひとつとして「嘉納治五郎銅像建立」（別紙、嘉納治五郎銅像建立趣意書参照）を企画している。
　嘉納治五郎が１９１１年（明治４４年）に我孫子に別荘用地を買い、その地に柳宗悦夫妻が住み、その後、柳が志賀直哉、武者小路実篤を誘い白樺派の文士村を形成した。このように我孫子にとって大事な人ともいえる嘉納治五郎は日本の歴史上でも偉人である。嘉納治五郎の銅像建立は我孫子市民にとっての誇りとともに、我孫子市の新たな観光資源として地域の活性化にも寄与するものと確信する。
我孫子市の関連部署にも打診、相談しているが、協力的かつ前向きな取り組みをして頂いている。
当会としては、過去に我孫子駅前の飯泉喜雄顕彰碑建立に際し、中心的役割を果たした実績があるが、現在はSNS（インターネット）という当時と異なる環境が活用できるメリットも考慮でき、全国の多くの方々から浄財を募ることとする。
現在のところ銅像建立には約８００万円の費用がかかると試算されている。
募金要綱は以下のとおり。
１．募金の目標額
８００万円
２．募集期間
２０１８年２月〜２０１９年１２月
３．建立時期
　　　　２０２０年前半
４．募金の金額
１，０００円以上
５．募金の方法
原則振込とする



[bookmark: _GoBack]嘉納治五郎銅像建立趣意書
講道館を創設したことで知られる嘉納治五郎（１８６０年１２月９日〜１９３８年５月４日）は柔道・スポーツ・教育分野の発展や日本のオリンピック初参加に尽力するなど、日本に於けるスポーツの道を開きました。特に「柔道の父」と呼ばれることで有名ですが、一方で学習院教頭、東京高等師範学校（現筑波大学）校長、旧制第五高等中学校（現熊本大学）校長を歴任するなど教育者としての功績も大きいものがあります。
大正時代、我孫子に住居を構えた志賀直哉に私淑した瀧井孝作が、「嘉納治五郎という人は、我孫子の大事な人じゃないかな」と語っています。その真意は「嘉納治五郎が最初に我孫子に来て、甥の柳宗悦を呼び、柳が志賀や武者小路実篤を呼んだのだから、我孫子にとっては“大事な人”だ」ということです。その大事な人、嘉納が我孫子の天神山（我孫子市緑）に別荘用地を買ったのは１９１１年（明治４４年）のことでしたが、同じころに白山に約２万坪の土地を手当てしています。この土地は１９１９年（大正８年）頃から「嘉納後楽農園」として野菜や果樹の栽培が行われました。新しい農業技術を学んだ人材を迎えたこの農園は当時ユニークな農園でもありました。
嘉納治五郎はこの別荘を大層気に入っていたようで、１９２５年（大正１４年）頃から亡くなる前年まで、「我孫子で静養」「家族と共に我孫子へ」「夫人同伴で我孫子へ」「孫たちが我孫子に来訪」「我孫子で越年」という記述が各年数回の頻度で現れます。手賀沼を見下ろす位置にあるこの地は現在、「天神坂緑地」（嘉納治五郎別荘跡地）として市民に公開され、愛されています。
私どもは、偉大な功績を挙げた嘉納治五郎が我孫子で過ごしたことを我孫子市民の誇りと捉えるとともに永く歴史にとどめるため、嘉納が晩年愛したこの緑地に銅像を建立して後世に伝えていきたいと考えました。また銅像の建立は我孫子市の活性化にも寄与することと考えます。
２０２０年は東京でオリンピックが開催されます。嘉納は１９４０年（昭和１５年）のオリンピック（実際には開催されず「幻のオリンピック」呼ばれる）を招致したことでも知られています。この年は奇しくも嘉納治五郎生誕１６０年になります。
嘉納治五郎銅像建立のため、我孫子市にゆかりの人だけではなく、嘉納治五郎を愛する多くの方々からも広く浄財を募りたいと思います。

２０１８年１月８日
我孫子の文化を守る会　
会長　美崎　大洋




